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長田晋吾・池尻忠夫
The Influence of Impulsive Wave Front on the Electrical Figure 
Shingo NAGATA， Tadao lKE]IRI 
In measuring the abnormal vo1tages in practice by Klydonograph， itis required to 
obtain standard for estimating the crest value and the wave form of the voltages from 
their electrical figures. On this subject many researches have been carried out. 
In this paper four kinds of representative voltage waves and few special waves are 
selected， and the influence of the wave form on the electrical figure are studied. 
Characteristics of plus and minus figures and their differences are also discussed. 
簡撃電圧記録器によって，異常電圧を実測する場合には，電気映像の諸特性，即ち異常電圧の
波高，波形等を推定する基準を得る事が必要となるD それに就ては，幾つかの研究が発表されてい
る口ととでは代表的4種及びその他数種の特殊波形について波形，並びに電気映像の実験研究結果
を示したものである口更に正映像及び負映像の諸性質を検討し，且その相違点につき論述した。
緒 言
衝撃電圧記録器によって異常電圧を測定するには，言E録器に現われる電気映像の諸性質即ち図
形の大さ，放軍図形の枝の模様等より，印加された異常電圧の波高，波形等を知ることり出来る基
準が必要となってくる。との事に就いては既に二，三の実験結果11昌131が発表されているが，我々は
系統的に基躍的性質を探求するために代表的四種の波形について波形及び電気映像との比較検討を
行い，その他数種の波形についても考察を試みた白
2 . 実験回路友び実験方法
(1) 実験に使用した筒撃電圧発生装置は第1図に示す如き回路である。この回路に於て回路
第 1 図 条件を種々変化させて波頭の調整に努めた。更に
第 2 図
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緩波頭の範囲に対しては第2図の回路を採用した口前者は並列充電型 L，C， Rの直列回路，後者
は放軍抵抗と並列に波頭調整コンデンサーを附加した回路であるo 図に於て Cは波頭長の緩急に応
じて 0.01μFの蓄電器1-3個を並列にしたものであるD 供試電圧記録器は手動式手札乾板用の
ものである。
(2) 実 験 方 法
使用電圧波は代表的のものとして次のものを選んで使用した D 第 3図は使用電圧波形を示すオ
第 3 図
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ツシログラムの一例であるo 1より夫々 ， (1 x40)μs， L短絡， (2 X42)μs， (3 X40)μsのも
ので波形測定は単掃引プラウン管オッシログラフに依った。向参考の為種々の波頭，及びi皮尾長の
波形を取り出して之等の電気映像と波形との関係を示した。之等は実用的価値はないかも知れない
が波形により電気映像の変移する様子を知るには便利であると思う。之等のオフシログラムの一例
を第7図に示す。
第 4 図
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3 . 電気映像形状の波形特性
映像形状は直接印加電圧の波形に依り変化するのは勿論であるが，乾板表面及び大気の状態に
よって大きな影響を受けるものであるから，厳密には不明確な点が多々存在するわけである。併し
般には左程大きな影響はないと考えられるので，との点については，既に発表された文献と同様
程度の注意しか払わ十，特別の配慮はしなかった。
( 1 ) 正 映 像
正の映像については各印加電圧波から基準的の4種を挙げ，之等各波形について代表的映像4個宛
を選んで第 5 図に示した。印加電圧波の波形と対照して各映像を見てみると ， L 短絡の場合の女I~ く
波頭の最も急峻のもの程映像は素直な放射形状を保っているが，標準波 (1X40)μsの時は樹枝形
の図形となり，更に波頭頂附近をまるめた波頭長 2μsの時には伎の出方が少く尖端に於て僅かに
分岐している。更に 3μs程度の緩波頭ともなれば9ωov程度で既に不規則乱射状を程している。
その他種々の波頭長の場合の正の映像を第7図に示す。代表的波形の場合の映像は大|略先人の研究
と大同小異でありム短絡む場合の枝は梢細目で均ーの濃度の下に比較的真直に延び分布は左右対
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第 5 図
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材、で先端は略々同一同周上に位して成像過程に於け る校上各点の最高電位傾度は逐次同程度に達し
ているとみられるもので更に電圧を高くすると中心部分に感光濃度の高い略同形に発達した部分を
もっ映像が現れる。更にその中聞の各波形の映像を調べてみるに判然たる区別をする事は難しいが
大略同様の傾向はみとめる事が出来る。槙準波形となると拡枝状の放電図形が現れ不規則な形状を
呈する。屈曲した太自の枝が乱射状に発達して沿り枝の根元には何れも先端部分よりも感光濃度高
く特に枝は数種の方向に異常に発達しているのが特徴であるD 然し感光濃度の薄い所も含めると大
略最尖端は同一向周上にある。更に緩波頭になると数本の枝が出るが急!峻波頭の時に較べて枝数は
少くなる。以上の事柄より同程度の印加電圧lこ対してはそれが数千ボルト程度の低電圧でない限り
大略波頭の峻度と大さは目安がつくものと思考される。要ーするに正電気映像よりとれがま録電圧波
頭長を見出すには各種映像に:j3ける大きさの範囲が印加電圧，波頭長によって変化する点を考慮し
て記録映像と標準映像との太さ，屈曲の程度を対比検討するを要する。
(2) 負 映 像
負の映像に就いて各印加竜圧波形に対しτ代表的映像4個を選んで第6図に示す。先すτ全般的
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第 6 図
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tこ映像の形を検討するに印加電圧が低い聞は一様な明確さを欠いた円形の像であるが，次に或数の
扇形から成り立つ形の像が表れるo L短絡の場合は電圧を或程度上げても規則正しい扇状図形であ
るが，標準波の場合は或数の扇形からなっている図形が現れる口到iち中心部分より局部火花放軍の
枝が発達しその尖端部分より放射状tこ切自のはいった映像が現れる。従って負の映像は概|略中心部
が濃度強く尖端はIH名同一円周上にある放射図形の映像を電圧及び波形を変化する乙とにより外周部
に不明瞭な胡目を有する部分の現れる映像として見るとともできる D 之等は主に緩波頭の時であ
るD 印加電圧が更に上昇すると明確な扇形図形が生十、る。この範囲では印加電圧波頭長により最も
%状変化著しく我々の笑験では標準放の時が最も顕著に現れた。
以上で明かたE如く負映像でも正の映像と同様に低電圧に於ては波頭を変化しても映像には殆ど
変化なく明瞭度低く弱く感光した状態を呈している。然し扇形映像が現れる範囲では印加電圧波頭
によって変化が明瞭に表れ急l峻波の時は扇形は比較的細目に且つ深く分割し放射状tこ拡がって長り
外周は同一円周上にあり，政互員長がゆるやかになると細い切目は次第iこ消失して数箇の大扇形t二分
割する傾向を示すに至る D 更に緩波頭と たると扇形形状は各々不規則となり ， 割目の~J; を増し企体
として円形でなくなるD 映像形状と印カL電圧波形と CD~係を求めるには印加篭圧の大さ即ち映像半
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径を考慮しなければ、ならなτが，然し負映
像の方が正映像より波頭峻度に対して感度
の良好であるのは否定できないD 第 7図に
於ては回路条件を色々変化して波頭を変え
た場合の正，負映像各々一個宛を示すD 之
等に於ては印加電圧波の波高値が一定でな
いので映像の大さそれ自体のみにては不規
則に表わされているが，波頭による放電の
図形の変化の大|略は之によりうかがわれる
ものと思われるD 波形よりも判るように之
等にては波尾の影響はあまりみとめられな
いようであるo
4 . 
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本稿では波頭長を種々変化させた場合
には，その電気映像が如イ可変にるかと 言う
ととiこついて， クリドノグラフに依る結果
を挙げて説明した。之等により大体その様
子が判った。然しながら波尾の影響につい
ては明|僚な所見は得られ宇殆んど影響しな
いように思われる D との事については更に
項を改めて第二報以下に於て報告する積り
であるo結局代表的波形を四種位に選んで
その波形と電気映像との関係を知り 得れは、
その中聞の波形の電気映像は類推でき，且
電圧の大きさも大略であれば知るととが出
来る。
任意の波形の衝撃電圧を発生する時，その波頭調整に放電抵抗に並列に波頭調整用コンデンサ
{を挿入して行う。本実験の各定数について波頭調整用コンデンサ{を変化した場合の波頭長の変
化は次の式により計算出来る“。
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(1)式C計算例を第9図に示す。之は C1= 0.125 x 10-6F Ll = 170 x 10-6H Rl = 
40.Q R2 = 380 Q ([)時に C2 を変化した場合である口
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